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1 はじめに  

近年，yerS∠几～αβS比dof㍑むerc昆gOSZs（以下y．pと略）  

が川崎病（Mucocutaneous Lumphnode Syndrome  

以下MCLSと略）様疾患との関係や泉熱の原因菌とし  

て注目されている1・2）。しかしながら，千葉県内では1985  

年まで本菌による感染症についての報告はほとんどなく，  

それほど関心を集める状況にはなかった。   

しかし，1986年，千葉県酒々井町の小学校における，  

関東以北では初めてのy．pを原因菌とする感染症の集団  

発生3）で，にわかに注目を集めるところとなった。   

今回，1986年の集団発生以降，本菌感染症が疑われた  

患者，MCLS様患者，腎不全患者ならびに健康者から  

採取された血清のy．pに対する抗体価を測定し，千葉県  

内における本感染症の散発例の発生状況とMCLS様疾  

患と本菌との関連について調査したので報告する。  

Ⅱ 材料および方法  

1．供試血清   

血清は，1986年から1989年3月までに千葉県内の病院  

で採取された0才から13才までの75検体（シングル血清  

21検体，ペア血清54検体）である。これらの血清は，入  

院当初からエルシニア感染症を疑われた患者4例，潰瘍  

性大腸炎患者1例，腎不全患者3例およびMCLS病様  

患者67例である。健康者血清は，1988年に千葉県内で採  

取した7才以下の小児96検体および20才以上の成人96検  

体を用いた。  

2．血中抗体価の測定   

抗原はY，Plb，2a，2b，2C，3，4a，4b，  

5aおよび5bの9種を用い，丸山ら4）の報告にしたがっ  

て調整後，抗原液50mgに対しクリスタルバイオレットの  

1％液0．1mgを添加して判定を容易にした。   

抗体価測定はマイクロプレート（U型）を用い，Wid－  

al法に準じて実施し，80倍以上の抗体価を示すものを陽  

性とした。   

なお，y．βの血清群2および4はそれぞれサルモネラ  

04群と09群に共通抗原を持っことが知られていることか  

ら，陽性血清については，サルモネラで吸収操作を行っ  

た後，再度抗体価の測定を行った。  

Ⅲ 結果  

臨床症状が正確に把握できた患者は66名で，発熱，発疹，  

口唇発赤，眼球充血，苺舌，などが主な症状であり，ま  

た，病日の進行に伴い落屑も認められた。（表1）発熱  

は全員に認められ ，うち51名は390c以上の高熱を呈した。  

表1 有症患者66例の臨床症状  

一ヽ  

■■ヽ   

症  状  例数（％）  

発  熱  66（100）  

39 0c 以 上  51（77．3）  

発  疹  64（97．0）  

口 唇 発 赤  64（97．0）  

眼 球 充 血  63（95．5）  

苺  舌  50（78．1）  

落  屑  57（86．4）  

下  痢  22（33．3）  

嘔  吐  7（10．6）  
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y．p対する抗体価測定の結果，上昇が認められたのは  

75例中2a2例，2bl例，5bl例の4例（5．3％）  

で，うち3例はMCLS様症状を呈すると報告された患  

者であった。5bに対する血中抗体価が確認された1例  

は潰瘍性大腸炎患者であった。（表2）1986年に県内で  

集団発生したy．p血清型4bに対する抗体を有する例は  

みられなかった。  

なお，2aおよび2bに対する抗体価が上昇した血清  

について共通抗原を持つサルモネラ04群で吸収を行った  

後再度抗体価を測定したが，抗体価に変動はみられず，  

y．pによる感染であると考えられた。   

次に，健康者血清192検体について，9血清型に対す  

る抗体価を測定したが，上昇が認められた例はなかった。  

表2 yers∠托∠αpSe乙Jdo£比わerc乙上／osgsに対する血中抗体価の上昇が認められた症例  

上昇が認められた  抗体価（発症後の日数）   

血清型  1回 目  2 回 目  
患者名 性別 年令  症  状  
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160（24）  320（44）  

640（33）  

＜20（22）  80（43）  

＜20（8）  80（14）  

2 a  

2 a  

5b  

2b  
′－  

Ⅳ 考察  

千葉県内では1986年のy．p感染病が発生する以前は，  

本感染症の発生に関する報告はほとんどなされていなかっ  

た。しかしながら，今回の成績から県内にも本菌による  

感染症の散発例が少なからずあることが確認された。  

本菌は，飲料水あるいは食品を介して感染するものと  

考えられることから，著者らは感染源追求のために，市  

販の食肉，乳製品あるいは野菜等200検体についてy．p  

の汚染状況を調査したが，本菌は分離されなかった。  

y．pはまた，山水や井戸水からの感染例も報告5）されて  

いるため，今後，y．p感染症の感染源，感染経路を明ら  

かにし，その発生を予防するためには，食品検査だけに  

とどまらず，環境面を含めた広範な調査および対策を進  

める必要がある。  

′■ MCLS様疾患とy．βとの関連について調査したところ，  

患者67例中3例は本菌の感染を疑わせる結果が得られ，  

MCLS様疾患の一部にY．pを原因菌とする感染症が含ま  

れている可能性が考えられた。また，岸田ら6）は，本菌  

が分離された26例中9例は，抗体価がまったく上昇しな  

かったことを報告している。このことから，今回抗体価  

の上昇が観察されなかった64例についても，本菌の関与  

の可能性をすべて否定することは危険があると思われる。  

MCLS様疾患とy．p感染症を鑑別するには，菌の分離  

が最も確実である。しかし，今回の症例では適切な糞便  

材料が提供されて菌検索を実施した例は少なく，原因菌  

の証明はできなかった。今後，MCLS様疾患とy．p感染  

症の検査は，糞便材料からの菌検索を積極的に行うと共  

に，抗体価の測定に簡便で且つ感度の高い検査法，例え  

ばELISA法等の導入を図る必要があると考える。   

稿を終えるにあたり，血清の採取にご協力いただいた  

関係各位，並びに菌株を分与いただいた東京都立衛生研  

究所丸山務先生に謝意を表します。   

本調査は，厚生科学研究費の補助を受けて行われた。  

ここに記して謝意を表します。  
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